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ナスカ・マルチ通信データ変換 
 

■ナスカ・マルチ通信へ移行する前に 

ナスカ通信、ナスカマルチ DNC のデータを移行するには、ナスカ・マルチ通信がパソコンにイン

ストールされている事が前提となります。 

今一度、ナスカ・マルチ通信がインストールされているかご確認下さい。 

  

1. ナスカ V1(Nasuka)をお持ちのお客様 

1) ナスカ V1 からナスカ・マルチ通信へデータを移行する前に･･････････････････････････P2 

2) 変換ソフトの起動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･･････････････････････････････・･･･････P3 

3) ナスカ V1 のナスカ通信を変換する場合･･･････････････････････････････・･･･････P3～P4 

4) ナスカ V1 のナスカマルチ DNC を変換する場合･･････････････････････････P5～P6 

 

2. ナスカ V2(NasukaV2)をお持ちのお客様 

1) ナスカ V2 からナスカ・マルチ通信へデータを移行する前に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P7 

2) 変換ソフトの起動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･･････････････････････････････・･･･････P8 

3) ナスカ V2 のナスカ通信を変換する場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～P9 

4) ナスカ V2 のナスカマルチDNC を変換する場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P11 

 

3. 変換されたデータの格納先、呼出方法 

1) ナスカ通信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12～P13 

2) ナスカマルチ DNC・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14～P16 

3) 変換されたデータの呼出方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・････････････････・P16 
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1.ナスカ V1(Nasuka)をお持ちのお客様 
1）ナスカ V1 からナスカ・マルチ通信へデータを移行する前に 

①ナスカ通信を変換する方へ 

ナスカ通信をデータ変換する際は、下記のフォルダ（C:\Nasuka\DNC_S\Auxs）の中にあるファイ 

ルを一括で変換します。 

 

※変換したい通信設定データが Auxs フォルダに入っていない場合は、ファイルをこのフォル

ダ内へ移動して下さい。ファイルの拡張子は.aux になります。 

②ナスカマルチ DNC を変換する方へ 

ナスカマルチ DNC をデータ変換する際は、ナスカマルチ DNC の実行ファイル(ナスカマルチ

DNC を起動するファイル)が置いてあるフォルダ（C:\Nasuka\DNC_M）のファイルを一括で変換し

ます。 

 

※変換したい通信設定データが DNC_M フォルダに入っていない場合は、ファイルをこのフォ

ルダ内へ移動して下さい。ファイルの拡張子は.AUX になります。 
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2）変換ソフトの起動 

 ①当社ホームページからダウンロードした場合 

ファイルを保存した場所から「DncConversion.exe」を起動して下さい。 

 ②CD からインストールした場合（※Rel.1.15 以降） 

「C:\NasukaProV1\Tools\DncConversion.exe」を起動して下さい。 

 

3）ナスカ V1 のナスカ通信を変換する場合 

 ①変換したデータを入れるインストールフォルダの選択 

 

 ②ナスカ通信の変換 

 
 

ナスカ・マルチ通信が入っているフォルダ

を選択して下さい。 
(NasukaProV1か NasukaV2を選択) 

“Nasuka”のフォルダを選択して下さい。

フォルダの選択が終わったら、 
“ナスカ通信”を押して下さい。 

Auxsフォルダにある auxファイルを変換します。 
変換できなかった項目は下記のようなエラーメッセージが表示されます。 
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 ③ナスカ通信コード変換表の読込み 

 

ナスカ通信コード変換表がある場合は、 
TBLファイルを選択して開いて下さい。 
ファイルが無い場合はキャンセルを押

して下さい。その際は標準のコード変換

表を使用します。 

※変換が完了すると以下のメッセージが表示され、データ変換が完了します。 
 [OK]を押して、変換ソフトを終了して下さい。 
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4）ナスカ V1 のナスカマルチ DNC を変換する場合 

 ①変換したデータを入れるインストールフォルダの選択 

 

 

 ②ナスカマルチ DNC の変換 

 

 

DNC_Mフォルダにある AUXファイルを変換します。 
変換できなかった項目は下記のようなエラーメッセージが表示されます。 

ナスカマルチ通信が入っている 
フォルダを選択して下さい。 
(NasukaProV1か NasukaV2を選択) 

“Nasuka”のフォルダを選択して下さい。

フォルダの選択が終わったら、 
“マルチ DNC”を押して下さい。
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※変換が完了すると以下のメッセージが表示され、データ変換が完了します。 
 [OK]を押して、変換ソフトを終了して下さい。 
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2. ナスカ V2(NasukaV2)をお持ちのお客様 
1）ナスカ V2 からナスカ・マルチ通信へデータを移行する前に 

 

①ナスカ通信を変換する方へ 

ナスカ通信をデータ変換する際は、下記のフォルダ（C:\NasukaV2\UserParam\DNC\Single）の 

中にあるファイルを一括で変換します。 

 

※変換したい通信設定データが Single フォルダに入っていない場合は、ファイルをこのフォル

ダ内へ移動して下さい。ファイルの拡張子は.aux になります。 

 

②ナスカマルチ DNC を変換する方へ 

ナスカマルチ DNC をデータ変換する際は、下記のフォルダ（C:\NasukaV2\UserParam\DNC\Multi） 

の中にあるファイルを一括で変換します。 

※変換したい通信設定データが Multi フォルダに入っていない場合は、ファイルをこのフォル

ダ内へ移動して下さい。ファイルの拡張子は.AUX になります。 
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2）変換ソフトの起動 

 ①当社ホームページからダウンロードした場合 

ファイルを保存した場所から「DncConversion.exe」を起動して下さい。 

 ②CD からインストールした場合（※Rel.1.15 以降） 

「C:\NasukaProV1\Tools\DncConversion.exe」を起動して下さい。 

 

3）ナスカ V2 のナスカ通信を変換する場合 

 ①変換したデータを入れるインストールフォルダの選択 

 

 ②ナスカ通信の変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナスカ・マルチ通信が入っているフォルダ

を選択して下さい。 
(NasukaProV1か NasukaV2を選択) 

“NasukaV2”のフォルダを選択して下さい。

フォルダの選択が終わったら、 
“ナスカ通信”を押して下さい。 

Singleフォルダにある auxファイルを変換します。 
変換できなかった項目は下記のようなエラーメッセージが表示されます。 
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③ナスカ通信コード変換表の読込み 

 

ナスカ通信コード変換表がある場合は、 
TBLファイルを選択して開いて下さい。 
ファイルが無い場合はキャンセルを押

して下さい。 
標準のコード変換表を使用します。 

※変換が完了すると以下のメッセージが表示され、データ変換が完了します。 
 [OK]を押して、変換ソフトを終了して下さい。 



 

 10

4）ナスカ V2 のナスカマルチ DNC を変換する場合 

 ①変換したデータを入れるインストールフォルダの選択 

 

 

 ②ナスカマルチ DNC の変換 

 

  

 

Multiフォルダにある AUXファイルを変換します。 
変換できなかった項目は下記のようなエラーメッセージが表示されます。 

ナスカ・マルチ通信が入っているフォルダ

を選択して下さい。 
(NasukaProV1か NasukaV2を選択) 

“NasukaV2”のフォルダを選択して下さい。

フォルダの選択が終わったら、 
“マルチ DNC”を押して下さい。
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※変換が完了すると以下のメッセージが表示され、データ変換が完了します。 
 [OK]を押して、変換ソフトを終了して下さい。 
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3.変換されたデータの格納先、呼出方法 
1）ナスカ通信のデータ格納先 

 
上記項目は、下記のナスカ・マルチ通信の設定項目に保存されます。 

(1)変換後のファイル名称※1 (2)条件名称 (3)通信ポート (4)通信コード  

(5)ボーレート (6)ストップビット (7)ＤＣ制御※2 (8)区切りコード  

(9)％展開 (10)コメント削除 (11)ＮＵＬＬ削除 (12)ブロックスキップ削除  

(13)サブプログラム展開 (14)ＴＶチェック (15)タイムアウト時間  

(16)単位送信文字数 (17)ヘッダ文字列 (18)送信開始文字列 (19)フッタ文字列  

(20)遅延時間 (21)ＤＣ２／ＤＣ４処理 (22)％で送信終了 (23)ＤＣ３コード(ＩＳＯ) 

(24)ＤＲ信号 

 

※1 データ変換した際、変換先のファイル名になります。 

※2 プロトコルＡはナスカマルチ通信で使用できないため、ＤＣコードで選択しても変換

されません。 

① 
② 

③ 
④ 
⑤ 

⑥
⑦ 

⑨

⑧ 

⑩
⑪

⑬

⑭
⑮ 
⑯ 
⑰ 
⑱ 
⑲ 
⑳ 

23 

⑫

22 

21 

24 
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上記項目は、下記のナスカ・マルチ通信の設定項目に保存されます。 

(1)呼出コード (2)復帰コード (3)呼出プログラム番号アドレス  

(4)繰り返し回数アドレス  

(5)サブプログラム番号アドレス＆自動分割プログラム番号アドレス 

(6)終了コード１ (7)終了コード２ (8)終了コード３ (9)サブプログラムファイル位置 

(10)終了コード処理 (11)復帰コード処理 (12)自動分割処理 

 

 
上記項目は、下記のナスカ・マルチ通信の設定項目に保存されます。 

(1)送信ファイル位置 (2)送信ファイル拡張子＆受信ファイル拡張子 

(3)受信ファイル位置 

(4)常に前回のフォルダを参照する(どちらかに☑が入っていれば OK)  

 

変換したデータファイルは下記のフォルダに保存されます。 

[ナスカ・プロの場合] C:\NasukaProV1\NasukaV2\UserParam\DNC 

[ナスカ V2 の場合] C:\NasukaV2\UserParam\DNC 

① 

③ 
⑤ 

④ 
② 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ 

⑫

⑪

⑩

① 

② 

③ 

④ 
④ 
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2）ナスカマルチ DNC のデータ格納先 

 

上記項目は、下記のナスカ・マルチ通信の設定項目に保存されます。 

(1)ボーレート (2)通信コード (3)ＤＣコード (4)ストップビット (5)区切りコード  

(6)ＴＶチェック (7)タイムアウト時間 (8)遅延時間 (9)％展開 (10)コメント削除 

(11)ＤＣ２／ＤＣ４処理 (12)ＮＵＬＬ削除 (13)ブロックスキップ削除 

(14)サブプログラム展開 (15)自動分割処理 (16)自動受信の切り替え 

(17)ヘッダ文字列 (18)送信開始文字列 (19)フッタ文字列 (20)ＤＣ３コード(ＩＳＯ) 

(21) 変換後のファイル名称※1 (22)送信ファイル位置 

※1 データ変換した際、変換先のファイル名になります。 

 

 

 

 

 

① 
② 

④ 
③ 

⑦ 
⑥ 
⑤ 

⑨ 

⑧ 

⑩ ⑪

⑫ ⑬ ⑭

⑮ ⑯
⑰ 

⑲ 
⑱

⑳ 

21 

22 
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上記項目は、下記のナスカ・マルチ通信の設定項目に保存されます。 

(1)呼出コード (2)呼出プログラム番号アドレス (3)繰り返し回数アドレス 

(4)復帰コード (5)サブプログラム番号アドレス (6)サブプログラムファイル位置 

(7)ＦＡＮＵＣ－ＯＭ形式 (8)終了コード１ (9)終了コード２ (10)終了コード３ 

(11)終了コード処理 (12)復帰コード処理 

 

 

上記項目は、下記のナスカ・マルチ通信の設定項目に保存されます。 

(1)プログラム番号アドレス (2)呼出プログラム番号 (3)応答プログラム番号 

(4)自動受信ファイル名 (5)自動受信ファイル拡張子  

(6)リモートコマンド指定プログラム拡張子 (7)応答先ポート番号 (8)()の処理 

 

① ② ③ ④ ⑥⑤

⑦

⑧ ⑨ ⑪ 
⑩ ⑫ 

② 
③ 

④ 

① 

⑤ 

⑥
⑦
⑧
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上記項目は、下記のナスカ・マルチ通信の設定項目に保存されます。 

(1) 単位送信文字数 

 

 

変換したデータファイルは下記のフォルダに保存されます。 

[ナスカ・プロの場合] C:\NasukaProV1\NasukaV2\UserParam\DNC 

[ナスカ V2 の場合] C:\NasukaV2\UserParam\DNC 

 

 

 

3）変換されたデータの呼出方法 

 

①COM 管理 

[通信]＞[COM管理]＞[設定]＞[通信条件]＞[ファイル入力]＞「設定ファイル名.ncp」を選択
して下さい。 
 
②設定 
[設定]＞[データ処理]＞[ファイル入力]＞「設定ファイル名. ndp」を選択して下さい。 

① 


